
学校図書館活用推進校事業 

令和２年度 学校図書館活用実践報告 

新潟市立葛塚東小学校 

１ 葛塚東小学校の実態と課題 

（１）学校図書館の「学習センター」「情報センター」「読書センター」としての機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）〈学習センター・情報センター〉としての課題 

●自校の現在の学習や活動に合った図書館活用年間計画がない。 

●読書センターとしての機能と比べると，学習センターや情報センターとしての機能が弱い。 

●中学校との連携が今まで十分ではなかったので，調べ学習の進め方など子どもたちの学びの系統

性が弱い。 

 

２ 今年度の取組 

小中で連携して図書館活用推進に取り組むに当たり，目指す「探究的な学習を進める姿」を自分

の追究課題に対し，図鑑や本，インターネットを活用して調べたり考えたりしたことを整理して，

まとめ，伝えようとする姿とした。今までは，小中で情報交換・連携が十分ではなく，それぞれの

学校で取組を進めてきたため，子どもたちが学びの継続を意識できるものとなっていなかった。そ

こで，「調べ学習の進め方」を共有し，学年の発達段階に応じた指導を継続していくことを連携の

柱にすることとした。 

また，今年度はコロナ禍のために，自校では図書館で１クラスの子どもたちが全員で学習するこ

とが座席の関係で難しく，休み時間に子どもたちが図書館で自由に本を選ぶこともできなかった。

取り組める内容に非常に制約がある中で，今年度は以下の点に重点をかけて取り組んだ。 

 

（１）｢調べ学習の進め方｣を中学校区で共有 

  ①「調べ学習の進め方」「調べ学習アイテム」の掲示 

  ②「学校図書館教育全体計画」への中学校の位置付け 

③「調べ学習」に焦点を当てた中学校の授業見学 

（２）図書館活用のための情報を全職員で共有・活用 

  ①「図書館活用年間計画」の作成と授業への位置付け 

②ブルーBOX・オレンジ BOXの図書リストの共有 

③ブルーボックスの再整備 

  ④司書と職員との連携を図るためのリクエストカードの活用 

⑤図書・情報シートによる授業実践の共有 

〈学習センター〉 

・ブルーBOXの整備と貸出 

・図書を活用した学習の支援 

・分類番号や配置図・配架につ

いての掲示 

 

〈情報センター〉 

・新聞コーナーの設置 

・図書資料の整備など担任と

連携した学習支援 

 

〈読書センター〉 

・図書の時間の確保 

・図書紹介など環境整備 

・図書委員会の企画 

・地域ボランティアによる読

み聞かせ 



３ 具体的な実践 

（１）「調べ学習の進め方」を中学校区で共有 

①「調べ学習の進め方」「調べ学習アイテム」の掲示 

小・中学校で共有した「調べ学習の進め方」や，調べ学習を進める上で必要な百科事典の引き

方やインターネットの使い方，司書に尋ねることなどを「調べ学習アイテム」として図書館に掲

示した。今までは本の分類や配置図などの掲示物だけだったので，より「調べ学習」のヒントに

なる掲示物を増やし，繰り返し見てもらうことで，身に付けていく支援にしたいと考えた。 

    また，「調べ学習の進め方」は，中学校と同じ過程だが，発達段階を考慮して１年生でも理解

できるように分かりやすい言葉にした。また「調べ学習アイテム」は，国語の教科書に載ってい

る内容を掲示した。各学年の国語の教科書を確認して整合性を図ることで，子もたちの学びが継

続的なものになるよう配慮した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「学校図書館教育全体計画」への中学校の位置付け 

    「学校図書館教育全体計画」を見直すに当たり，小中学校で学びの継続を図って子どもたちの

指導ができるように，中学校の図書館教育の目標を掲載する欄を新しく設けた。自分が担任して

いる子どもたちが，義務教育を終えるまでにどんな力を付けていくのかを見通すことで，図書館

教育において今現在取り組むべき内容がより明らかになるので，これを全職員で共有する全体計

画に位置付け，意識できるようにした。 

 

③「調べ学習」に焦点を当てた中学校の授業を参観 

    １０月に，中学校の図書館担当教諭と司書がＴＴで行った国語科の授業を参観させていただい

た。２年生の「短歌」を味わい深めるために「問い」を図書スペースで調べる学習であった。担

当教諭は，生徒が自分で本を探すことをねらい，レファレンスカードを使って司書から調べるヒ

ントをもらうことができる場を設定していた。授業では，生徒は司書から的確なアドバイスをも

らい，図書を探し出して学習を進めていた。小学校では，コロナ禍で今年は実践が難しいだろう

とレファレンスカードの導入を見送ったが，子どもたちが図書を選び出す力を育てる必要性を感

じた。 

 調べたい内容が

書いてある本がう

まく見付からない

から，司書の先生

に相談してみよう

かな。 

「調べ学習の進め

方」を小・中学校で共

有することで，子ど

もの学びが継続し，

見通しをもって学習

を進めることができ

るようになることを

ねらった。 



（２）図書館活用のための情報を全職員で共有・活用 

   今年度,「共有と活用」をキーワードとして，今までの職員と司書との連携，図書館情報の共有

について見直した。そして，司書に必要な図書をリクエストして，その図書を使って担任が授業を

して，学習の成果や課題を司書にフィードバックする連携サイクルが十分に機能するように，シー

トやカードなどを用意し，図書館活用のための情報を全職員で共有・活用できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

①「図書館活用年間計画」の作成と授業への位置付け 

今までは，自校の

現在の学習や活動に

合った図書館活用年

間計画がない状況で

あった。また，以前

から「ブルーBOX」と

いうテーマごとに図

書を集めた BOXがあ

り，調べ学習や並行

読書などに活用され

てきたが，司書や担

当した学年の職員し

か存在を知らないも

〈担任 → 司書〉 

リクエストカード 

BOXの図書リスト 

ほしい内容の図書

や 

 

〈司書 → 担任〉 

ブルーBOX 

オレンジ BOX 

      など  

〈担任〉 

図書・情報活用シート 

子どもたちの活用の

様子 

図書・資料に対する評

価・要望 

指導案・資料なども共

有フォルダーに保存 

〈司書〉 

図書・情報活用シート 

ブルーBOX のリスト見

直し・再整備 

必要な図書購入 

〈各学年〉 

図書館活用年間計画 

加除訂正 

〈担任〉 

図書館活用年間計画 

図書を活用する単元 

確認・決定 

キーワードは 

共有と活用 

 



のもあるなど，全職員で図書情報を共有していたとは言えない状況であった。そこで，各学年の

「図書館活用年間計画」を作成するに当たり，どの教科のどの単元で，「探究的な学習」が考えら

れるか，そのためにどのような図書 BOXが準備できるかを明らかにした内容にした。 

今年度は，指導要領の本格実施や教科書の変更なども重なったので，作成するにはとてもよい

時期であったと言える。今後も，学期末などに各学年に加除訂正をしてもらい，活用できる計画

になるように更新を続けていきたいと考えている。 

 

②ブルーBOX・オレンジ BOXの図書リストの共有 

自校には，学習に活用できる図書が図書館前の廊下にブ

ルーBOXとしてまとめて置いてあり，使用する学年が教室

前の廊下などに運んで活用している。今まで，BOX内の図

書リストや市立図書館から貸し出されるオレンジ BOXの情

報は，司書からもたらされるまで待っていることが多かっ

た。しかし図書リストを共有することで,より双方向の交流

ができると考え, 共有フォルダー内の図書館教育の中に,ブ

ルーBOXとオレンジ BOXの図書リストを入れた。またリストをファイルに綴じて職員室にも置き,

自由に見られるようにした。 職員から「オレンジ BOXの○○をお願いしてほしい」など，リスト

を確認してからのリクエストが増えた。 

  

③ブルーBOXの再整備 

今年度は指導要領や教科書の変更により，学習で必要と

なる図書が変わったので，それに合わせてブルーBOXを再

整備した。 

ある時１年の担任から，国語で外国の昔話・おとぎばな

しを並行読書したいとリクエストがあった。「オレンジ

BOX」の「いろいろな国や地域の昔話」を薦めたが，３年

生が対象でやや難しいと話があり，ブルーBOXとしてリス

トを作成して図書を準備することにした。このように双方向の交流により,学習に合う図書が提供

できるようになった。また，今まではブルーBOXにないものを集めて学年に貸し出しても，リス

トを作ってこなかった。しかし，今後も利用が予想される場合は，準備ができるブルーBOXとし

てリストアップしていくことにした。これからも図書を学習に活用できるよう，職員間で連携

し，適宜見直しを図っていきたいと考えている。 

 

④司書と職員との連携を図るためのリクエストカードの活用 

   今まではメモや口頭で司書に図書を依頼することが多か

った。即時性を考えるとそのよさもあるが，勤務時間が限

られている司書との連携をより密にするために，リクエス

トカードを使うことにした。必要とする図書の内容をより

共有しやすくなることをねらった。 

 

  



  ⑤図書・情報活用シートによる授業実践の共有 

今までも,授業で図書を活用した

ものは多かったが,その情報や子ど

もたちへの指導資料などが共有さ

れてこなかった。そこで，共有フ

ォルダー内の図書館教育のフォル

ダーに図書館活用推進のフォルダ

ーを作り,各学年の授業実践を残せ

るようにした。 

図書を活用した授業を行った場合は,「図書・

情報活用シート」を記入してもらい,活用した図

書はもちろん，Webサイトなど調べ学習の他の資

料や学習の様子も残してもらった。また，校内研

修を国語で取り組んでいるので，指導案を作成し

た単元で，調べ学習を取り入れたものについては

指導案や子どもたちへの指導資料も保存してもら

うことにした。調べ学習のヒントとなる情報カー

ドの書き方指導の PowerPointや思考ツール等も

集まり,子どもたちの実態に合った資料を作る際

のヒントとして生かせるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果と課題 

〈成果〉 

 ・小中連携を図ることで，子どもたちにとっての９年間の図書館の活用を考えることができた。その

中で「調べ学習の進め方」を共有し，掲示物などの環境の整備にも取り組み，子どもたちに分かり

やすく示すことができた。今年度は「探究的な学習」に焦点を当てての連携が中心になったが，図

書館だよりの交換・掲示，６年生への中学校からの図書アンケートの実施など，子どもたちの読書

活動の継続を意識した取組も始まった。今後もさらに発展させていきたい。 

・図書館活用のための情報を全職員で共有・活用するサイクルが動き始めた。ブルーBOXとオレンジ

BOXのリストの共有，「リクエストカード」や「図書・情報活用シート」の活用などようやく仕組み

が整った。また「図書館活用年間計画」を新しく作成し，「調べ学習のための知識・技能」を位置

付けて，どの教科のどの単元で図書を活用できるかを示した。活用できる図書 BOXを職員で共有す

ることもできた。授業に図書を生かす基盤ができたと言える。今後も更新を図り，子どもと職員，

図書を結びつける図書館でありたいと考える。  

 

 

 

 



〈課題〉 

・中学校の国語科の授業を参観させていただき，小学校でのレファレンスカードを使用して，図書館

で資料を自ら探し出す経験が不足していると感じた。コロナ禍で，自由に図書館で調べ学習をする

ことが難しく，今年度は取り入れることを見送ったが，今後はぜひ検討し，中学校での学習につな

げていきたい。 

・子どもたちの「探究的な学習」では，図書館はテーマ決定や情報収集，情報選択など最初の部分を

担うことになる。その後のまとめる，発信などを考えると，図書館を出発点とする取組だけでは不

十分であると感じた。今回「調べ学習の進め方」を考える際に，総合的な学習の時間の学習過程と

の整合性や掲示物作りでは，国語との整合性を図ったが，もっと積極的に国語や総合的な学習の時

間などとも連携していく必要があると考える。そして，共通の視点で自校の「探究的な学習におい

て子どもたちに付けたい力」を考えていきたい。 

 

４ おわりに 

コロナ禍で，GIGAスクール構想が加速度的に進むなど，教育を取り巻く環境が大きく変わろうとし

ている。今年度，図書館活用推進校として図書館の活用について考え，実践したことは，今後の図書

館を生かした「探究的な学習」のあり方を考える上で，貴重な機会となった。何かを調べるというと

すぐ「コンピューターで調べよう」と提案する子どもたちである。今後は，図書による調べ学習と，

インターネットを使っての調べ学習が両輪となって，学習が進むことになるだろう。今年度，目指す

子どもの姿を明確にし，「探究的な学習」において図書館ができることを少し始めることができた。

これからもこれらの取組を生かして，子どもたちにとって「探究的な学習」でも身近な図書館であり

続けたい。 


